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１．はじめに

　原子力に関する情報をインターネットで入
手できるように構築された原子力図書館「げ
んしろう」は、原子力百科事典ATOMICA、
「キッズデータベース」、「げんしろうクイズ」、及
び「キッズコーナー」によって構成されている。
その運営は文部科学省の委託を受けて、平成
１８年度までは（独）科学技術振興機構（JST）が
実施し、平成１９年度からは（財）日本原子力文
化振興財団（JAERO）が行っている。
　当財団のデータベース部はJEARO殿から
の委託を受けて、原子力百科事典ATOMICA

データベースのコンテンツを制作させて頂い
ている。具体的には、新規データの作成、既
登録データの更新および用語辞書の整備を行
うとともに、本データベースに関する種々の
問合わせに対応している。また、「キッズ
データベース」が立ち上げられた平成１６年度
以降、そのコンテンツ制作について協力させ
て頂いている。ここでは、ATOMICAデータ
ベース及びキッズデータベースに関連したコ
ンテンツ制作の現状を報告する。なお、原子
力図書館「げんしろう」のアドレスは２００７年
１０月より、http://www.nucpal.gr.jp/genshiro/

となっている。また、本年１２月に行われる
ニュークパル（原子力・エネルギーに関する
教育支援サイト）http://www.nucpal.gr.jp/we

bsite/index.html　との本格的統合時に再度
アドレスが変更される予定である。

２．原子力百科事典ATOMICAのためのデー

タ作成更新

　ATOMICAは１８の大分類項目の下に中項
目、小項目、個々のデータタイトルという４
層から構成されている。また、用語辞書デー
タベースには、ATOMICAの個々のデータタ
イトルとは独立してアクセスが可能である。
　ATOMICAデータベースに関連して平成１８
年度に制作したコンテンツは新規登録データ
１００件、既登録データの更新２００件、新規用語
登録２００語であった。この結果、平成１９年３
月末にATOMICAに登録されているデータ件
数は約２，７００件、用語登録数は約２，７５０語と
なった。また、ATOMICAデータベースに関
連した質問、問合わせ等は約７０件であった。
　平成１９年度のデータ作成更新作業について
は、年度当初からJAERO殿と重要度、緊急性
等について検討を行い、新規データ作成７０
件、既登録データ更新１３０件、新規用語登録
１５０語、既登録用語更新４０語のタイトルを選
定し、本年６月より各作業を開始した。現
在、データ作成更新作業が順調に進められて
いる。平成１７年９月末現在、新規データ３０
件、更新データ６０件、新規用語９０語、更新用
語４０語の納品を完了した。

３．キッズデータベース関連データの作成

　キッズデータベースは「キッズデータ」、
「先生方への解説データ」および「キッズ用
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語辞書」から成っている。JAERO殿との検討
に基づき、平成１９年度もデータベースの充実
を図っている。各キッズデータは、１件１
ページ、字数約４００字以内の文字データと１
から２枚の図表データによって構成されてい
る。分野別ではエネルギー、放射線、原子力
の三分野に分かれており、１８年度末の登録件
数は８００件である（内訳件数は、エネルギー
１８０件、放射線２５０件、原子力３７０件）。平成１９
年度は新たに５０件のデータを追加登録する。
「先生方への解説データ」は平成１７年度新たに
立ち上げられ、初年度１００件、平成１８年度末で
２００件が登録されている。今年度は新たに５０
件を追加するべく、作業を進めている。この
解説データは、キッズデータの項目のうち、
特に重要なものについて先生方を対象にし
て、さらに詳しい解説を盛り込むものであ
る。分量はA４版換算で２から３ページ、図
表を用いて分かりやすいデータとすることを
目指している。また、１７年度に新規作成され
たキッズ版用語辞書については、１８年度末で
収録語数７００語となっているが、今年度新た
に５０語を追加する予定である。
　なお、昨年に続き、「第６回東海村おもしろ
科学で遊ぼう」が８月２１日(火)、東海村中央公
民館において開催された。当財団はJAERO

殿と共同で「げんしろうクイズにチャレンジ」
のコーナー及び「原子力の日」ポスターコン
クール募集のコーナーを出展した。参加者数
は、「げんしろうクイズにチャレンジ」約４５０
名、「ポスターコンクール募集」約８０人であっ

た。RIST出展のコーナーの参加者数は昨年
を上回った（昨年度：約３８０名）。今回は、出
展内容をげんしろうクイズとカルタゲームの
２種類としたが、参加者の割合はおよそ４：
６であった。小学校低中学年以下の参加者は
カルタを、高学年以上の参加者はクイズを選
ぶ傾向が見られた。なお、参加者には小さな
玩具等のおみやげとRIST制作の認定証を進
呈した（図１）。当日の展示会場の様子を写真
にて示す（図２）。

図１　当財団製の認定証（４種類）

図２　出展会場の様子




